
いちごドリルプリント

電流・磁界 名前

問1 水平な板を垂直に貫く導線に電流を流したところ、板の上に置いた方位磁針のN極が、導線を中心として真上から見て時計回りの方向を指しまし
た。このときの電流の向きと、磁界の強さの変化について述べた文として正しいものを選択してください。 （2017年 東京都公立入試 類似）

1. 電流は下向きに流れており、磁界
は導線に近いほど強い。

2. 電流は上向きに流れており、磁界
は導線から遠いほど強い。

3. 電流は上向きに流れており、磁界
は導線に近いほど強い。

4. 電流は下向きに流れており、磁界
は導線から遠いほど強い。

問2 真空放電管（クルックス管）の両端にある電極に高電圧を加えた際、マイナス極から放出される電子の流れがスリットを通過し、光のすじとな
って直進する現象が観察される。この電子の流れを何というか、名称を答えなさい。 （2021年 愛知県公立入試 類似）

1. 放射線 2. 陽極線 3. 陰極線 4. 紫外線

問3 電熱線を用いて500gの水を加熱したところ、1000秒間で温度が70℃上昇しました。このとき、水が1秒あたりに受け取ったエネルギー量は何W
（J/s）ですか。ただし、水の比熱を4.2J/(g・℃)とし、発生した熱はすべて水に伝わったものとします。 （2017年 岩手県公立入試 類似）

1. 147 W 2. 24.5 W 3. 147000 W 4. 70 W

問4 電源、電流計、電圧計を用いて並列回路の性質を調べる実験を行います。2本の電熱線を並列につないだとき、電流と電圧の測定結果として得ら
れる現象として適切なものはどれですか。 （2020年 佐賀県公立入試 類似）

1. 各電熱線に流れる電流は、電熱線
の太さに関わらず常に一定である。

2. 各電熱線に流れる電流を足すと、
回路全体の電流と一致する。

3. 回路全体の電圧は、各電熱線に加
わる電圧を足したものである。

4. どちらか一方の電熱線を外すと、
もう一方の電熱線に流れる電流は0に
なる。

問5 コイルと棒磁石を用いた実験において、誘導電流が発生する理由を「磁界」という言葉を用いて説明したものとして、最も適切なものはどれで
すか。 （2023年 愛媛県公立入試 類似）

1. コイルの中を通る磁界が変化する
ため

2. 磁石の周りにある磁界が消滅する
ため

3. コイルが磁界によって磁石に作り
変えられるため

4. 磁石からコイルへ磁界が移動して
蓄積されるため

問6 手回し発電機のハンドルを回して、接続したプロペラ付きモーターを回転させるとき、手回し発電機内で行われているエネルギー変換の説明と
して、最も適切なものはどれか。 （2019年 山口県公立入試 類似）

1. ハンドルを回す運動エネルギーを
電気エネルギーに変換している

2. 金属板と水溶液による化学エネル
ギーを電気エネルギーに変換してい
る

3. 物体をこすり合わせた摩擦エネル
ギーを電気エネルギーに変換してい
る

4. 電気エネルギーをハンドルの回転
による運動エネルギーに変換してい
る

問7 静電気が発生する原理について、マイナスの電気を持つ「電子」の動きに注目して説明したものとして、最も適切なものはどれですか。 （2023年

茨城県公立入試 類似）

1. 物質を激しくこすることで、物質
の内部にある原子核が電子に変化し
、表面に溢れ出すことで生じる。

2. 2種類の物質をこすり合わせたと
き、一方の物質から他方の物質へ電
子が移動することで、電気の偏りが
生じる。

3. 2種類の物質をこすり合わせると
、両方の物質から電子が放出されて
消滅し、プラスの電気だけが残るこ
とで生じる。

4. 物質をこすり合わせた摩擦熱によ
って、空気中の電子が物質の中に吸
い込まれて蓄積されることで生じる
。

問8 電源装置に、30 Ωの抵抗器Aと、抵抗値のわからない抵抗器Bを並列につないだ回路がある。電圧計が12
Vを示しているとき、回路全体に流れる電流を測定したところ0.6 Aであった。このとき、抵抗器Bの電気抵抗は何Ωか求めなさい。 （2026年

新潟県公立入試 類似）

1. 10 Ω 2. 20 Ω 3. 120 Ω 4. 60 Ω

問9 家庭で一つの電源タップに多くの電気器具をつなぎ、許容範囲を超える電流を流すと、コードが火災の原因になることがあります。この現象が
起こる理由として、科学的に正しい説明はどれですか。 （2021年 埼玉県公立入試 類似）

1. 電気器具を増やすことで導線全体
の抵抗が大きくなり、それによって
発火するだけの熱が生じるため

2. 電気器具を増やすことで導線の断
面積が小さくなり、電流が通りにく
くなって熱が発生するため

3. 導線に流れる電流が大きくなるこ
とで、発生する熱量が増加し、異常
加熱が起こるため

4. 導線に流れる電流が大きくなるこ
とで、コンセントの電圧が上昇し、
火花が発生するため

問10 ある電熱線Xに6.0Vの電圧をかけたとき、1.00Aの電流が流れた。この電熱線Xの電気抵抗は何Ωか。 （2018年 山形県公立入試 類似）

1. 0.17Ω 2. 1.00Ω 3. 6.00Ω 4. 7.00Ω

問11 水平に置いた厚紙の真ん中に垂直な導線を通し、下から上（厚紙の表側）に向かって電流を流しました。このとき、導線のまわりに置いた方位
磁針のN極が指す「磁界の向き」は、厚紙を真上から見たときにどのような方向になりますか。 （2022年 静岡県公立入試 類似）

1.
すべて導線の中心から遠ざかる方向

2. すべて導線の中心に向かう方向 3. 導線を中心とする時計回りの方向 4.
導線を中心とする反時計回りの方向

問12 水平に置かれた直線状の導線に、左向き（西向き）の電流が流れています。この導線を電流の進行方向である左側（西側）から正面に見たとき
、導線の周囲にできる磁界の向きはどのように観察されますか。 （2018年 長崎県公立入試 類似）

1. 電流と逆の右向き 2. 時計回りの向き 3. 電流と同じ左向き 4. 反時計回りの向き

問13 電源装置に2つの豆電球を並列につないだ回路において、それぞれの豆電球に加わる電圧と電源の電圧の関係について正しく説明しているものは
どれですか。 （2022年 福井県公立入試 類似）

1. 枝分かれした後の電圧は、電源の
電圧の半分ずつに分けられる。

2. それぞれの豆電球に加わる電圧の
和が、電源の電圧と等しくなる。

3. 電源に近い方の豆電球に加わる電
圧の方が、もう一方よりも大きくな
る。

4. それぞれの豆電球に加わる電圧は
、電源の電圧と等しくなる。

問14 水を入れた容器の底にある電熱線で水を加熱したとき、容器の中ではどのような水の動きが観察されますか。最も適切な説明を選びなさい。
（2015年 静岡県公立入試 類似）

1. あたためられた水は移動せず、隣
り合う水へ次々と熱だけが伝わって
いく。

2. 加熱されてあたたまった水が上昇
し、上部にあった冷たい水が下へ沈
み込むように入れ替わる。

3. 加熱された部分の水が横方向にの
み広がり、上下の入れ替わりは起こ
らない。

4. 加熱されてあたたまった水が下降
し、下部にあった冷たい水が上へ押
し上げられる。
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答え合わせ・解説
問1 答え 1

電流は下向きに流れており、磁界は導線に近
いほど強い。

方位磁針のN極が指す方向は磁界の向きと一致します。右ねじの法則を適用すると、真上から
見て時計回りに磁界が発生している場合、電流は下向きに流れていることがわかります。また
、磁界の強さは電流源である導線に近いほど強くなり、方位磁針の振れも大きくなります。

問2 答え 3
陰極線

真空中で高い電圧をかけたときに、マイナス極（陰極）から飛び出す電子の粒の流れを「陰極
線」と呼ぶ。この正体がマイナスの電気を帯びた「電子」であることが発見されたことで、原
子の構造の理解が進んだ。

問3 答え 1
147 W

まず、水が受け取った全体の熱量を求めます。熱量(J) ＝ 質量(500g) × 比熱(4.2J/(g・℃))
× 上昇温度(70℃) の式に当てはめると、147000Jとなります。求める値は1秒あたりのエネ
ルギー供給率であるため、この熱量を加熱にかかった時間で割ります。147000J ÷ 1000s ＝
147J/s、すなわち147Wとなります。

問4 答え 2
各電熱線に流れる電流を足すと、回路全体の
電流と一致する。

並列回路の電流の法則により、枝分かれした各通路を流れる電流の和が、枝分かれする前およ
び合流した後の電流と等しくなります。電圧については、どの枝においても等しくなり、足し
合わせる必要はありません。

問5 答え 1
コイルの中を通る磁界が変化するため

電磁誘導が起こる条件は、コイル内部を貫く磁束（磁界の様子）が変化することです。磁石を
動かすことでコイル内の磁界の強さや向きが変わるため、その変化を妨げようとする方向に誘
導起電力が発生し、結果として誘導電流が流れます。磁石が近くにあっても、動かさなければ
磁界の変化が起きないため電流は発生しません。

問6 答え 1
ハンドルを回す運動エネルギーを電気エネル
ギーに変換している

手回し発電機は、人間がハンドルを回すという「運動エネルギー」を、電磁誘導の原理によっ
て「電気エネルギー」へ変換する装置です。レモンに銅板と亜鉛板を差し込んで電流を取り出
す実験は「化学エネルギー」からの変換、下敷きを髪にこすりつける現象は「摩擦」による静
電気であり、手回し発電機とは原理が異なります。

問7 答え 2
2種類の物質をこすり合わせたとき、一方の
物質から他方の物質へ電子が移動することで
、電気の偏りが生じる。

すべての物質は原子からできており、原子はプラスの電気を持つ原子核とマイナスの電気を持
つ電子で構成されています。通常、物質全体ではプラスとマイナスの電気の量は等しく打ち消
し合っていますが、2種類の物質をこすり合わせると、電子が一方の物質から他方へ移動しま
す。これにより、電子を失った物質はプラスに、電子を受け取った物質はマイナスに電気のバ
ランスが偏ります。これが静電気が発生する原理です。

問8 答え 4
60 Ω

まず、並列回路の性質から、抵抗器Aと抵抗器Bのどちらにも12 Vの電圧が加わっていること
がわかる。オームの法則を用いて抵抗器Aに流れる電流を求めると、12 V ÷ 30 Ω = 0.4
Aとなる。回路全体の電流が0.6 Aであるため、抵抗器Bに流れている電流は 0.6 A - 0.4 A =
0.2 A と算出できる。最後に抵抗器Bの電圧と電流から抵抗値を求めると、12 V ÷ 0.2 A =
60 Ωとなる。並列回路における電圧の一致と、電流の和の法則を組み合わせて考える必要が
ある。

問9 答え 3
導線に流れる電流が大きくなることで、発生
する熱量が増加し、異常加熱が起こるため

抵抗を持つ導線に電流を流すと、ジュール熱が発生します。この発熱量は電流の大きさの2乗
に比例するため、多くの電気器具を同時に使用して大きな電流が流れると、発熱量が急激に増
加します。その結果、コードが耐えられる温度を超えて異常加熱し、被覆が溶けたり発火した
りするため、安全のために使用容量を守る必要があります。電圧が大きくなったり、抵抗その
ものが大きくなったりすることが直接の火災原因ではありません。

問1
0

答え 3
6.00Ω

オームの法則を利用して電気抵抗を求めるには、電圧を電流で割る計算を行う。電熱線Xにか
かる電圧が6.0V、流れる電流が1.00Aであるため、6.0 ÷ 1.00 ＝
6.00となり、電気抵抗は6.00Ωと算出される。

問1
1

答え 4
導線を中心とする反時計回りの方向

電流の向きと磁界の向きの関係は「右ねじの法則」で判断できます。電流が下から上（手前向
き）に流れている場合、右ねじを回す方向、つまり真上から見て反時計回りの方向に磁界が発
生します。方位磁針のN極はこの磁界の向きを指します。

問1
2

答え 2
時計回りの向き

右ねじの法則を適用すると、電流が進む向き（左向き）に右ねじを回して進める場合、ねじを
回す動作は正面から見て時計回りとなります。したがって、電流の周囲にできる同心円状の磁
界の向きも時計回りとして観察されます。

問1
3

答え 4
それぞれの豆電球に加わる電圧は、電源の電
圧と等しくなる。

並列回路の大きな特徴として、枝分かれした各部分に加わる電圧は、どこでも電源の電圧と等
しくなるという性質があります。直列回路のように電圧が分けられることはありません。

問1
4

答え 2
加熱されてあたたまった水が上昇し、上部に
あった冷たい水が下へ沈み込むように入れ替
わる。

液体の一部が加熱されると、その部分が上へ移動し、かわって温度の低い部分が下へ移動する
という循環が起こります。この動きによって、熱の伝わり方の一つである「対流」が成立し、
容器全体の温度が上がります。


